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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 74,320 14.8 9,423 12.1 10,258 18.1 7,423 12.9

2022年３月期第２四半期 64,713 33.3 8,402 106.4 8,684 120.2 6,574 163.0
(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 10,815百万円( 38.3％) 2022年３月期第２四半期 7,823百万円( 179.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 323.25 －

2022年３月期第２四半期 286.27 －
　

(注) 2021年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しましたが、前連結会計年度の期首に当該株
式分割を実施したと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 105,057 47,619 45.1

2022年３月期 90,682 37,478 41.1
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 47,423百万円 2022年３月期 37,309百万円
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 40.00 － 30.00 －

2023年３月期 － 30.00

2023年３月期(予想) － 30.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

2021年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施したため、2022年３月期第２四半期末の１株当
たり配当金につきましては、当該株式分割前の実際の配当金の金額を記載し、2022年３月期の年間配当金合計は
「－」として記載しております

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 135,000 11.9 11,900 △3.6 12,300 △5.4 8,700 △9.1 378.72
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料P.７「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 24,000,000株 2022年３月期 24,000,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 1,027,720株 2022年３月期 1,036,139株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 22,966,128株 2022年３月期２Ｑ 22,965,606株
　

(注) 2021年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しましたが、前連結会計年度の期首に当
該株式分割を実施したと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】P.２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの変異株の流行により感染者が高止まり

する一方、重症化リスクの低下が見られたことから、感染対策を続けつつも経済活動を優先する局面を迎えており
ます。海外においては、アフターコロナの動きは先行しましたが、ロシア・ウクライナ情勢に端を発した急激なイ
ンフレにより、コロナ後の経済回復に停滞感が生じる状況となりました。
こうした情勢の下、当社グループの属するアウトドア・スポーツ・レジャー業界の市況は、コロナ禍からの行動

制限緩和による旅行など他のレジャーへの分散や、ガソリンをはじめとした物価の高騰により、力強さに欠ける状
況となりました。そのような中、当社グループにおきましては、ライフタイム・スポーツ・カンパニーとして、自
然とスポーツを愛する皆様に、魅力ある製品と質の高いサービスの提供を行ってまいりました。
その結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、連結売上高は743億２千万円（前年同四半期比14.8％

増）となりました。利益面におきましては、円安の進行や原材料価格の高騰等により輸入仕入費用が増加しました
が、増収効果により、営業利益は94億２千３百万円（前年同四半期比12.1％増）となりました。経常利益につきま
しては、外貨建債権の評価益の計上等により102億５千８百万円（前年同四半期比18.1％増）、親会社株主に帰属
する四半期純利益は、74億２千３百万円（前年同四半期比12.9％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高はセグメント間の内部売上高
及び振替高を含んでおります。
日本
日本地域におきましては、新型コロナウイルスとの共存を図る政策が取られたことから国内旅行など他のレジャ

ーへの消費が多様化したことと、物価の高騰等によりアウトドア・スポーツ・レジャーの市況は足下では力強さを
欠く状況となっております。そのような中、当社グループは、お客様にご満足いただける新製品の投入とサービス
の提供を行ってまいりました。その結果、売上高は480億２千４百万円（前年同四半期比7.9％増）となりました。
一方、急激な円安により輸入仕入費用が増加したこと等により、セグメント利益は62億１千８百万円（前年同四半
期比1.0％減）となりました。
米州
米州地域におきましては、経済が正常化する中、インフレの進行を抑えるための金融引締めが効き始めておりま

す。そのような中、足下ではアウトドア・スポーツ・レジャーの市況にも影響が出始めておりますが、当社グルー
プの売上高は、新製品が好調に推移したことに加え、円安の進行もあり85億５千５百万円（前年同四半期比39.2％
増）、セグメント利益は３億４千７百万円（前年同四半期比80.6％増）となりました。
欧州
欧州地域におきましては、長期化するロシア・ウクライナ情勢が間接的な要因となり、急激なインフレが進行

し、消費行動にも影響を及ぼす状況となりました。そのような中、引き続き各地域のニーズに合った製品の投入等
により、売上高は83億３千２百万円（前年同四半期比6.6％増）となりました。一方利益面では、物流費の増加や
エネルギー価格の高騰など、販管費が増加したことにより、セグメント利益は６億１千４百万円（前年同四半期比
37.1％減）となりました。
アジア・オセアニア
アジア・オセアニア地域におきましては、中国政府のゼロコロナ政策が続くなど先行きの不安材料は残るもの

の、今期においてはアウトドア・スポーツ・レジャーの市況は総じて堅調に推移いたしました。当社グループにお
きましても、特に中国、韓国での販売が好調に推移し、売上高は273億９千８百万円（前年同四半期比36.9％増）、
セグメント利益は41億７千４百万円（前年同四半期比91.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明
当第２四半期連結会計期間末における総資産は、売上の拡大に伴い棚卸資産が増加したことや、設備投資による

固定資産の増加等により前連結会計年度末に比べ143億７千４百万円増加し、1,050億５千７百万円（前連結会計年
度末は906億８千２百万円）となりました。
純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことに加え、為替換算調整勘定の変動により前連結会

計年度末に比べ101億４千１百万円増加し、476億１千９百万円（前連結会計年度末は374億７千８百万円）となり
ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
2023年３月期の連結業績予想につきましては、2022年５月13日に公表いたしました業績予想を修正しておりま

す。修正の内容及び修正の理由につきましては、本日別途公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」
をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,165 11,872

受取手形及び売掛金 11,140 17,153

電子記録債権 377 511

商品及び製品 26,217 30,387

仕掛品 4,997 4,755

原材料及び貯蔵品 4,848 5,725

その他 3,773 2,056

貸倒引当金 △392 △458

流動資産合計 59,126 72,002

固定資産

有形固定資産

土地 5,348 5,490

その他（純額） 14,781 16,090

有形固定資産合計 20,129 21,581

無形固定資産

その他 1,597 1,666

無形固定資産合計 1,597 1,666

投資その他の資産

投資有価証券 4,952 4,709

退職給付に係る資産 32 33

その他 4,883 5,102

貸倒引当金 △39 △39

投資その他の資産合計 9,829 9,806

固定資産合計 31,556 33,054

資産合計 90,682 105,057
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,235 8,422

電子記録債務 8,816 9,331

短期借入金 15,688 14,715

未払法人税等 2,218 1,150

賞与引当金 873 1,042

役員賞与引当金 27 23

その他 7,135 9,416

流動負債合計 40,996 44,102

固定負債

長期借入金 5,017 6,064

退職給付に係る負債 5,513 5,520

その他 1,677 1,749

固定負債合計 12,207 13,335

負債合計 53,204 57,437

純資産の部

株主資本

資本金 4,184 4,184

資本剰余金 0 13

利益剰余金 30,379 37,114

自己株式 △889 △883

株主資本合計 33,675 40,429

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,318 2,154

繰延ヘッジ損益 48 137

土地再評価差額金 1,977 1,977

為替換算調整勘定 △727 2,705

退職給付に係る調整累計額 17 19

その他の包括利益累計額合計 3,634 6,994

非支配株主持分 168 195

純資産合計 37,478 47,619

負債純資産合計 90,682 105,057
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 64,713 74,320

売上原価 39,948 47,095

売上総利益 24,764 27,225

販売費及び一般管理費 16,362 17,802

営業利益 8,402 9,423

営業外収益

受取利息 10 17

受取配当金 50 56

不動産賃貸料 3 3

為替差益 174 744

その他 196 350

営業外収益合計 434 1,172

営業外費用

支払利息 111 109

固定資産除却損 30 71

デリバティブ評価損 - 129

その他 10 26

営業外費用合計 153 337

経常利益 8,684 10,258

特別利益

固定資産売却益 1 4

投資有価証券売却益 - 18

特別利益合計 1 22

特別損失

固定資産売却損 4 6

減損損失 0 -

その他 0 -

特別損失合計 5 6

税金等調整前四半期純利益 8,680 10,274

法人税、住民税及び事業税 2,098 2,837

四半期純利益 6,582 7,437

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 13

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,574 7,423
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 6,582 7,437

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 150 △164

繰延ヘッジ損益 △8 88

為替換算調整勘定 1,090 3,451

退職給付に係る調整額 8 2

その他の包括利益合計 1,241 3,378

四半期包括利益 7,823 10,815

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,804 10,783

非支配株主に係る四半期包括利益 18 32
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年9月30日）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利
益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】
前第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）
１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）
報告セグメント

合計
日本 米州 欧州

アジア・
オセアニア

売上高
　顧客との契約から生じる収益 41,004 6,133 7,818 9,757 64,713
　その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 41,004 6,133 7,818 9,757 64,713
セグメント間の内部売上高又は振替高 3,508 10 0 10,261 13,780

計 44,512 6,144 7,818 20,018 78,494
セグメント利益 6,281 192 977 2,182 9,634
２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）
（単位：百万円）

利 益 金 額
報告セグメント計 9,634
全社費用（注） △1,232
四半期連結損益計算書の営業利益 8,402
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

当第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）
　
１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）
報告セグメント

合計
日本 米州 欧州

アジア・
オセアニア

売上高
　顧客との契約から生じる収益 43,121 8,551 8,332 14,315 74,320
　その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 43,121 8,551 8,332 14,315 74,320
セグメント間の内部売上高又は振替高 4,903 4 － 13,082 17,990

計 48,024 8,555 8,332 27,398 92,311
セグメント利益 6,218 347 614 4,174 11,355
２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）
（単位：百万円）

利 益 金 額
報告セグメント計 11,355
全社費用（注） △1,932
四半期連結損益計算書の営業利益 9,423
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　


